
町
の
安
全
を
守
る

町の安全を守る消防団
地域防災の要特

集

　
「
地
域
防
災
の
要
」
と
し
て
活
躍
す
る
消
防
団
。
災
害
時
に
は
現
場
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
消
火
、
住
民

の
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
、
救
助
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た
日
頃
の
活
動
の
経
験
を
活
か
し
、

震
災
時
に
倒
壊
家
屋
か
ら
数
多
く
の
人
々
を
救
出
し
た
消
防
団
の
活
躍
は
度
々
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

錦
江
町
の
安
全
を
守
る
消
防
団
。
錦
江
町
消
防
団
の「
今
」と「
こ
れ
か
ら
」を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

消
防
団
は
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、
全

国
の
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
組
織
。

そ
の
構
成
員
で
あ
る
消
防
団
員
は
、
他
に

本
業
を
持
ち
な
が
ら
、
権
限
と
責
任
を
有 

す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
し

て
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と

う
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
消
防
防
災
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
と
し
て
、
火
災
や
大
規
模
災
害
発

生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
に
駆
け
つ

け
、
消
火
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
消
防
職
員
は
、
専
任
の
職
員
と
し
て
、

消
防
本
部
や
消
防
署
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

◉
災
害
時
…
火
災
消
火
活
動
、
水
防
活
動
、

行
方
不
明
捜
索
な
ど

◉
平
常
時
…
広
報
活
動
、
訓
練
、
機
器
点

検
な
ど

消
防
団
と
は
…
？

消
防
団
員
と
消
防
職
員
の
違
い
は
？

消
防
団
の
活
動
内
容
は
？

団長

副団長

  

麓
分
団
（
　  

名
）

  

宿
利
原
分
団
（
　  

名
）

  

池
田
分
団
（
　  

名
）

  

神
川
分
団
（
　  

名
）

  

川
原
分
団
（
　  

名
）

  

大
原
分
団
（
　  

名
）

  

役
場
消
防
隊
（
　  

名
）

  

女
性
消
防
隊
（
　  

名
）

  

中
央
分
団
（
　  

名
）

312723
17

18
1614

308

錦江町消防団組織図

錦江町消防団員数の推移

H29 H31 R2 R4	 R6

228
218 221

188

209

※令和６年４月１日現在

　

錦
江
町
消
防
団
は
７
つ
の
分
団
と
、
役

場
消
防
隊
、
女
性
消
防
隊
か
ら
成
っ
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
、
錦
江

町
消
防
団
員
数
は
１
８
８
名
。
７
年
間
で

約
40
名
減
少
し
、
団
員
確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
に
伴
い
、

団
員
の
平
均
年
齢
も
年
々
上
昇
傾
向
。
ど

の
分
団
も
限
ら
れ
た
人
数
で
日
々
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
錦
江
町
で
は
平

成
28
年
に
「
消
防
団
協
力
隊
」
を
結
成
し

ま
し
た
。
消
防
団
協
力
隊
は
各
分
団
や
地

区
公
民
館
ご
と
に
設
置
さ
れ
、
消
火
訓
練

等
へ
の
参
加
や
、
火
災
発
生
時
の
消
火

栓
・
消
火
器
等
を
用
い
た
初
期
消
火
、
避

難
誘
導
や
交
通
整
理
な
ど
、
消
防
団
の
指

示
の
も
と
活
動
す
る
組
織
で
す
。
活
動
に

対
し
て
の
報
酬
や
費
用
弁
償
は
支
給
し
ま

せ
ん
が
、
年
１
回
謝
金
（
３
千
円
）
を
お

支
払
い
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
令
和
６
年
の
火
災
件
数
は
５
件
。

内
訳
は
、
建
物
火
災
が
２
件
、
そ
の
他
火

災
が
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
一
人

一
人
の
防
災
意
識
が
、
災
害
を
防
ぐ
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
火
の
元

や
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

※令和６年４月１日現在

【錦江町内】令和６年の火災件数

５５件件
※建物火災…２件※建物火災…２件
　その他火災…３件　その他火災…３件

消
防
団

消
防
団小田 忍さん 水口 泰行さん

中央分団 中央分団

本部付部長
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令和7年
2025.1.5 日錦江町消防出初式

栗脇 勉さん［木場自治会］

錦江町消防団長

神川分団

菖蒲 諒一さん［旭町自治会］

―
消
防
団
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

青
年
団
に
入
っ
た
あ
と
、
仲
間
と
と
も
に

そ
の
ま
ま
消
防
団
に
も
入
ろ
う
と
い
う
流

れ
に
な
り
ま
し
た
。「
消
防
団
に
入
る
の
が

当
た
り
前
」と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。（
笑
）

―
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

か
？

夏
に「
肝
属
支
部
消
防
操
法
大
会
」が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
大
会
に
向
け
て
３
月

頃
か
ら
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
仕
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
み
ん
な
で
集
ま
り
、
２
時
間

ほ
ど
練
習
。
大
会
前
は
ほ
ぼ
毎
日
練
習
し

ま
し
た
。

―
今
後
も
消
防
団
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
か
？

地
域
の
た
め
に
、
自
分
の
体
が
動
く
限
り

は
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

麓分団

女性消防隊長

小吉 みかさん［中園自治会］

町の安全を守る消防団
地域防災の要特

集

―
女
性
消
防
隊
に
入
っ
た
き
っ
か
け

は
？

錦
江
町
女
性
消
防
隊
は
２
０
１
９
年
に
発

足
し
た
の
で
す
が
、
発
足
時
に
役
場
の
担

当
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
そ

の
ま
ま
入
隊
し
ま
し
た
。
子
ど
も
も
大
き

く
な
っ
て
、
時
間
的
に
ゆ
と
り
が
出
て
き

た
時
期
だ
っ
た
の
で
「
な
に
か
や
っ
て
み

た
い
な
」
と
ち
ょ
う
ど
思
っ
て
い
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
し
た
。

―
女
性
消
防
隊
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
か
？

11
月
と
３
月
の
火
災
予
防
運
動
で
、
地
域

を
ま
わ
っ
て
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肝
属
地
区
や
県
で
行
わ
れ
る
女
性

消
防
隊
の
研
修
に
参
加
し
た
り
、
出
初
式

で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？

女
性
消
防
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
い
け

ば
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
が

増
え
れ
ば
、
で
き
る
活
動
の
幅
も
広
が
る

と
思
う
の
で
。
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で
す
！

日
本
消
防
協
会
精
績
章

本
部
　
　
　
　
白
　
川
　
裕
　
美

日
本
消
防
協
会
30
年
勤
続
章

宿
利
原
分
団
　
小
　
脇
　
幸
　
洋

宿
利
原
分
団
　
小
　
川
　
　
透

中
央
分
団
　
　
鳥
　
越
　
俊
　
一

鹿
児
島
県
消
防
協
会
功
績
章

池
田
分
団
　
　
笹
　
原
　
浩
　
昭

大
原
分
団
　
　
有
　
里
　
毅
　
司

中
央
分
団
　
　
平
　
原
　
甲
　
輔

鹿
児
島
県
消
防
協
会
精
績
章

池
田
分
団
　
　
白
　
井
　
洋
　
文

池
田
分
団
　
　
上
　
園
　
雅
　
俊

大
原
分
団
　
　
池
　
田
　
光
　
星

中
央
分
団
　
　
押
領
司
　
真
　
一

大
原
分
団
　
　
川
　
畑
　
満
　
寿

鹿
児
島
県
知
事
50
年
勤
続
章

本
部
　
　
　
　
栗
　
脇
　
　
勉

鹿
児
島
県
知
事
40
年
勤
続
章

中
央
分
団
　
　
福
　
岡
　
浩
　
昭

鹿
児
島
県
知
事
10
年
勤
続
章

川
原
分
団
　
　
川
　
邉
　
博
　
昭

神
川
分
団
　
　
内
　
薗
　
雄
　
治

―
消
防
団
歴
50
年
以
上
の
栗
脇
団
長
。

続
け
て
こ
ら
れ
た
わ
け
は
？

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
だ
か
ら
、
や
れ
る

う
ち
は
や
り
た
い
と
い
う
思
い
で
続
け
て

き
ま
し
た
。
30
年
で
辞
め
る
方
が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
け
れ
ど
、自
分
は「
や

れ
ば
で
き
る
」
を
信
じ
て
、
こ
の
歳
ま
で

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

―
50
年
で
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

災
害
現
場
の
光
景
は
何
十
年
た
っ
て
も
忘

れ
ら
れ
な
い
。
鶴
園
の
災
害
の
と
き
は
大

根
占
か
ら
の
道
が
寸
断
さ
れ
て
い
て
、
な

か
な
か
現
場
に
た
ど
り
着
か
な
く
て
。
あ

の
災
害
が
50
年
の
中
で
一
番
大
き
な
災
害

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
他
に
は
、
操
法
大

会
に
50
代
ま
で
出
場
し
た
こ
と
か
な
。
勝

ち
た
く
て
、
支
部
大
会
ま
で
行
け
た
こ
と

が
思
い
出
で
す
。

―
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

無
事
故
無
火
災
。
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。
畦

を
焼
い
て
、
そ
れ
が
広
が
っ
て
火
災
に
な

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
風
が
強
い
時
に
は

火
を
た
か
な
い
、
目
を
離
さ
な
い
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
気
を
付
け
て
い
た

だ
け
れ
ば
。

―
消
防
団
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

誘
わ
れ
た
か
ら
で
す
か
ね
。（
笑
）
自
分

が
若
い
頃
は
、
先
輩
た
ち
が
「
消
防
団
に

入
ら
ん
か
」
っ
て
よ
く
若
い
子
た
ち
に
声

を
か
け
て
い
て
。
父
も
消
防
団
だ
っ
た
し
、

特
に
迷
う
こ
と
な
く
入
り
ま
し
た
ね
。
同

世
代
の
友
達
も
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
ま
し

た
。―

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

か
？

春
と
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
と
き
に
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
人
数
が
集
ま

ら
な
く
て
操
法
大
会
に
は
出
て
い
ま
せ
ん

が
、
数
年
前
ま
で
は
練
習
を
し
て
出
場
し

て
い
ま
し
た
。

―
今
後
も
消
防
団
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
か
？

メ
ン
バ
ー
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
自

分
ま
で
抜
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
少

な
い
人
数
だ
け
ど
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

現役団員にインタビュー現役団員にインタビュー

槐島 健司さん［東中郡自治会］

消
防
関
係
者
33
名
に
表
彰
状

消
防
団
表
彰

各
表
彰
（
敬
称
略
）

消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
生
命
・
財

産
を
守
り
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
功
労
し
た
消
防
団
員
や
退

団
者
な
ど
33
名
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
、
そ
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

火災予防運動
2025.3.1 土
～ 3.7 金春の全国消防団員募集

錦江町消防団では、団員を随時募集しています。

入団資格
錦江町内に居住または、勤務している方で、18歳以上の
健康な方。

待遇
報酬▶階級に応じて支払われる年額報酬と、災害や訓練
等に出動した場合に支払われる出動報酬が支給されます。
　被服の貸与▶消防団活動を行う上で必要な、活動服や
　　靴等の貸与があります。
　　　　退職報奨金▶ 5年以上在団をすると、退団時に、
　　　　　階級及び在団年数に応じて退職報償金が支給
　　　　　　されます。

　毎年３月７日の消防記念日を最終日とする一週間、「春
の全国火災予防運動」を実施しています。火災予防運動は、
住民の皆さんに防火の意識を一層高めていただき、火災
の発生を防止することにより、尊い生命を守り、貴重な
財産の損失を防ぐことを目的としています。
　皆さんの家庭や地域、職場を火災から守るよう、十分
注意しましょう。

錦江中学校グラウンドで消防出初式が行われ、150名の消防団員が参加しました。市内パレードや消防模擬操法、
法輪幼年消防クラブの「誓いの言葉」や勤務年数に応じた表彰などの式典が行われました。

麓
分
団
　
　
　
中
　
村
　
将
　
己

麓
分
団
　
　
　
市
　
來
　
公
　
太

中
央
分
団
　
　
松
　
元
　
辰
　
徳

宿
利
原
分
団
　
今
　
村
　
隆
　
久
　

鹿
児
島
県
消
防
協
会
肝
属
支
部
　

15
年
勤
続
章

麓
分
団
　
　
　
槐
　
島
　
健
　
司

宿
利
原
分
団
　
宿
利
原
　
　
修

中
央
分
団
　
　
水
　
口
　
泰
　
行

中
央
分
団
　
　
土
　
岩
　
英
　
明

永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

本
部
　
　
　
　
有
　
村
　
逸
　
雄

神
川
分
団
　
　
岩
　
﨑
　
　
正

神
川
分
団
　
　
德
　
永
　
良
　
行

宿
利
原
分
団
　
小
石
田
　
和
　
夫

麓
分
団
　
　
　
牧
　
原
　
信
　
二

麓
分
団
　
　
　
鶴
　
田
　
浩
　
司

中
央
分
団
　
　
濱
　
崎
　
貴
　
尋
　

神
川
分
団
　
　
徳
　
留
　
康
二
郎

川
原
分
団
　
　
内
　
園
　
尚
　
人

◉問い合わせ先　
　錦江町役場総務課　☎ 22-0511

◉ストーブの周りに燃えやすい
ものを置かない。

◉風の強い日は野焼き、たき火（枯草
の焼却など）をしない。
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